
• 当機構は、ICMA（国際資本市場協会）が定めるソーシャルボンド原則に基づき、以下のとおりソーシャル・ファイナンス・フレームワー
クを策定し、第三者評価機関である株式会社日本格付研究所（JCR）から「ソーシャルボンド・フレームワーク」及び「機構債券」のソー
シャル評価の付与を受けました。

• ソーシャル・ファイナンスとは、社会的課題を解決する事業に充当することを目的とした資金調達手段です。
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大学改革支援・学位授与機構債券で調達した資金は、国立大学附属病院の「設備整備（医療
機械購入）」のための貸付けに充てられます。
貸し付けた資金は、高度の医療の提供、医療技術の提供、医療従事者の養成に役立てられま
す。

１．資金の使途１．資金の使途

●国立大学附属病院一覧

1 北海道大学病院

2 旭川医科大学病院

3 弘前大学医学部附属病院

4 東北大学病院

5 秋田大学医学部附属病院

6 山形大学医学部附属病院

7 筑波大学附属病院

8 群馬大学医学部附属病院

9 千葉大学医学部附属病院

10
東京大学医学部附属病院
東京大学医科学研究所附属病院

11
東京医科歯科大学医学部附属病院
東京医科歯科大学歯学部附属病院

12 新潟大学医歯学総合病院

13 富山大学附属病院

14 金沢大学附属病院

15 福井大学医学部附属病院

31 徳島大学病院

32 香川大学医学部附属病院

33 愛媛大学医学部附属病院

34 高知大学医学部附属病院

35 九州大学病院

36 佐賀大学医学部附属病院

37 長崎大学病院

38 熊本大学病院

39 大分大学医学部附属病院

40 宮崎大学医学部附属病院

41 鹿児島大学病院

42 琉球大学医学部附属病院

16 山梨大学医学部附属病院

17 信州大学医学部附属病院

18 岐阜大学医学部附属病院

19 浜松医科大学医学部附属病院

20 名古屋大学医学部附属病院

21 三重大学医学部附属病院

22 滋賀医科大学医学部附属病院

23 京都大学医学部附属病院

24
大阪大学医学部附属病院

大阪大学歯学部附属病院

25 神戸大学医学部附属病院

26 鳥取大学医学部附属病院

27 島根大学医学部附属病院

28 岡山大学病院

29 広島大学病院

30 山口大学医学部附属病院

• 45病院のうち、42病院は、厚生労働大臣が承認した特定機能病院です
• 特定機能病院は、高度な医療の提供、医療技術の開発及び医療に関する研修を実施する能力等を備えた病院として、平成31年４月１日現在で国立大学附属病院を含
む86病院が承認されています



当機構の施設費貸付事業は、国の施策として文部科学大臣が定めています。

２．プロジェクトの評価と選定プロセス
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独立行政法人大学改革支援・学位授与機構法

（業務の範囲）
第十六条 機構は、第三条の目的を達成するた
め、次の業務を行う。
一 （略）
二 国立大学法人及び大学共同利用機関法人
に対し、文部科学大臣の定めるところにより、
土地の取得、施設の設置若しくは整備又は
設備の設置に必要な資金の貸付け（次条及
び第十九条第一項において「施設費貸付事
業」という。）を行うこと。

三～八 （略）
２～３ （略）



債券発行により調達した資金は、全額を貸付け及び償還に充当します。

独立行政法人通則法第32条に基づき、毎事業年度、業務実績等報告書を作成し、文部科学
大臣の評価を受けています。
毎事業年度、財務諸表等を作成し、文部科学大臣の承認を受けています。
業務実績報告書、財務諸表等は、当機構ウェブサイトにて公開します。

【業務全般】
中期目標・中期計画・年度計画 https://www.niad.ac.jp/about/plan/
【事業状況】
業務実績報告書 https://www.niad.ac.jp/disclosure/gyoumu.html
【財務状況】
財務諸表・事業報告書・決算報告書

https://www.niad.ac.jp/disclosure/tinsyaku_soneki.html

３．調達資金の管理

４．レポーティング


